
会員参加のワークショップによる自治会の理念設定の流れ（案） 

 

ゴール：「自治会の存在意義」「進むべき方向性」を文字で示した理念を策定する！ 

会議：4～5回 

 

自治会長、自治会へのヒアリングで見えてきたもの 

課題 課題の原因 解決策 

会長、書記、役員、会員が自治会に

対する自信がなくなっている 

・自治会加入率の低下 

・新規加入者の少なさ 

自身回復、強みを見つけるテー 

マでブレスト 

会長が課題に向き合わず、忙しさ

を理由に後まわしにしている 
後まわしにしても通じる風潮 

面と向かって話し合える場の 

設定（ワークショップ） 会長、書記、役員、会員が向き合っ

て話す場が少ない 
会長が話す場を設定しない 

会員の会長まかせの風潮 会長への依存心が強い 
ファシリ役（第三者）による協 

議進行、意見の集約 
会議で話し合っても、結論がなか

なか出ない 

意見をまとめるスキルに長け 

た人材が不足 

 

ワークショップのルール 

No ルール 目的 

1 コメントは付箋に貼る 
・意見の見える化 

・意見の平等化（若者の意見も拾い上げる） 

2 コメント中は、口を出さない 
・意見の活発化 

3 相手の意見は、褒め合う 

4 本題から話が逸れた際は、皆で軌道修正する ・限られた時間で意見をまとめる 

※内容が濃いワークショップを開催するためには、参加者がルールを共有し守る必要あり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ワークショップイメージ） 

【会場内のスクリーンに掲載】 

①ワークショップの残り時間 

②グループワークのルール 

③お題 

↑ 

ワークショップをよりスムーズに進行する

ため、参加者が絶えず確認できる工夫を。 



◯第１回ワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

課題 課題の原因 解決策 

会長、書記、役員、会員に自信がな

く、課題に向き合っていない 

・自治会加入率の低下 

・新規加入者の少なさ 

自身回復、強みを見つけるテーマ 

をブレスト 

課題について深く議論されるかが

未知数 

課題改善に向けて話し合った 

経験が乏しい 

グループワークを活発化するた 

め、話しやすいテーマでブレスト 

 

 

質問形式でブレスト 

Q1 
かねてからの友人が来年訪ねてきます。お住まいの地域の何を案内する？  

⇒会員が地域について客観的に考える、お勧めの行事、場所が分かる 

Q2 
なぜここに住もうと思ったの？ 

⇒会員が地域への愛着に気づく ※愛着の大小かかわらず 

Q3 
お住まいの地域のいいところ、強みは、どこですか？ 

⇒Q1、Q2の答えをふくめて、地域のいいところを集約する 

※多くの意見を見える化するため、3～4グループにわけてワークショップを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴール 

①「会長、書記、役員、会員」の自信回復 

② ディスカッションを活発にできる環境を整える 

③ 地域の強みを具体化 

模造紙に参加者の意見を記した付箋を貼り、強みをまとめる 



◯第２回ワークショップ 

ゴール：強みを活かした取組を具体化、自治会の存在意義に対して意見を出し合う 

 

自治会長、会員へのヒアリングで見えてきたもの 

課題 課題の原因 解決策 

自治会長、活動者の外向けの意識が

弱い 

外部をどう巻き込んでいくか

具体的に話し合われた場が少

ない 

ワークショップを通して外向 

け思考に変える 

自治会の存在意義が具体化されて

おらず、何のために自治会が地域に

存在するか不安になっている会員

が多い 

存在意義が言葉で具体化され

ていないため 

具体的強みから存在意義を導 

く 

 

 

質問形式でブレスト 

Q1 
地域の強みに気づいていない人に、どのような仕掛けで気づいてもらう？ 

⇒外向け思考に変える質問     誰に：  何を：  どのようにして： 

Q2 
興味がある人に対し、どのような仕掛けで来てもらう？ 

⇒外向け思考に変える質問 

Q3 
自治会があるからこそできることって何だろう？ 

⇒自治会の存在意義を考える質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

模造紙に参加者の意見を記した付箋を貼り Q1・2・3をまとめる 



◯第３回ワークショップ 

ゴール：自治会の存在意義を言葉で表す 

 

質問形式でブレスト 

Q 
第１・2回ワークショップを振り返り、自治会の存在意義を言葉で表そう 

⇒自治会の存在意義を具体的言葉にする 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯第４回ワークショップ 

ゴール：自治会が進むべき方向性を言葉に表す、理念策定段階に移る 

 

質問形式でブレスト 

Q1 
地域の強みを活かしたうえで、理想的な自治会像とは？ 

⇒地域の実情に合った自治会の理想像を言葉で表す 

Q2 
理想的な自治会に近づくための理念を書き出してみよう 

⇒理念策定（案）の書き出し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯第５回ワークショップ 

ゴール：理念の最終合意、普及に向けたアクションプランを立てる 

 

模造紙に参加者の意見を記した付箋を貼り、存在意義を言葉にする 

模造紙に理想的な自治会像、理念（案）をまとめる 


